
 養殖の部



 クロチョウガイ半円真珠養殖試験

養殖部

まえがき

 前年の試験結果から今年は母貝郵送に関して生中活力試験,養殖技術上の問題として垂下道層。
 珠の流れ、色伺,傷伺の問題、さらには貝掃除,越冬試験なξが主な目的であったが,結果的に
 は原因未解明の大量の罹病携死のために,所期の試験を行た5ことができなかった二従って以下
 養殖醐験の経過と活力試.験の結果を記述し,病変に関することをとりあげる。

 試験の経過

 1.一母貝とその輸送
 母貝は知覧町松ケ浦、塩屋沖において採取し,金網かご一(45㎝x45㎝x15㎝)に15～

 25個入れて一時,松ケ浦港内1榊層に垂下した。垂下の場所は千I潮時水深約2m,比重は表面

 では可成り低いが,0・5〃以深は通常23.00以上であった。

 輸送ぽ前年と同様で,松ケ浦～鹿児島港間は本試の自動車,鹿児島～海潟養殖場間は試験船
 ・さざなみ・を使用し,何れも空中露出のまま,次のよ5に3回行ない、1籠10個入れ,2.5
 〃層に垂下した。

 第1回7月タ0日第2.回8月11日第3回8月23日
 所要時間および気温の変化については活力試験の項を参照。

2.挿核

 方法は従来通一りであるから省略する。第一回.目輸送したものは挿核の蔭(8月12日)多数の

 病貝が発見されたので,なお養生させ手はか,症状恢復についての対策試験を行た?た。第2回
 目のものは8月24日～28日揮核,9月10～12日には第1回輸送したものの中,病気が恢

 復又1漱復しつつあると、思われる一もの,および第3回輸送したものに挿核した。

 3.一養殖の経過

 ア月20日移植の・ものは前記のように殆んどが病貝と。なっていたが,8月11日移植したもの

 は8月23日に鱗片状薄片がよくf中びており大多数(98%)のものが活力旺盛と判断されたの

 で挿核した。また,8・月23日移殖したものも9-8%が異状ないと認められたので挿核した。

 レかし・干の後の経過は大半が衰弱・または罹病により蜷死ト・生誠ったものも殆んどが病
 。貝で,浜揚結果は,トクズ,70%,異形と鐸珠18%,薄巻3%干、一挿核数550個申,裏張
 加工できるものは11値でしかたかった。

空中活力試験

1.結果

 一時蓄養場から取揚げたものを金網かごに42,29個入れとし,養殖場垂下までの気温を測
 り垂下暖の鋸死推移を言曙べた。第1回は2～3年の若年貝を選び,2回目は2～5年貝を供試し
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 た。なお垂下層は何れも2-5榊層とした。

2.結果

 第1回7月20日養殖場についてから10偲入、1-2個入合計4カゴをそれぞれ1時麻睦
 で垂下した。空中露出申の気温は,第1図に示すとおり22・～31.5て1であった二露出時間別の
 難死一推移は第2表のとおりである。

 第2回6月11日第1回と同様に行なったが気温はかなり高く,25～34℃てあっ・た。

 露出時間,収容数は6:1-50-1・0個入,7h-209便入,7h-505値入,8h-

 20、一5個入と各籠を4区.分とした。結果は.12月1日まで1個も難死しなかった。.
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 .2月26日試験は/7個行フJ不明14.個

 9月27日24個を実験用に処分
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第1図  空中露出中の気温変化

第1回 7月20日

第2回8月11日

 罹病貝にろいて

 梅潟養殖場では今年はじめて異常襲死があったgであるか,県内の他の養殖場,殊に浦内,殊
 目では25,.6年から発生している。その原因として当初,業者間では棲、寒地からの保菌貝によ

 って伝染するもめと考えられ,そこからの移植は矧具されていた。その後,堀口.瀬戸口の調査

 で或る種の細菌で.隔病し麓死することが明らかにされつつあるが,その誘因が水温,比重,水質
 の悪変だと環境0変馴こより,また、輸送そ一の他の具の取扱いなどの人為的要因による衰弱であ
 るか,或いは直接,病源菌が急激に蔓延罹病するものかは,ま博竜明されていない。従って現在≡

 病斉対策がないgで
 1)明ら洲こ病貝とみられるもの(外套膜カ婆轟し,真珠層に黒褐色の沈捲物がある)とぞ

 5でないものの分離
 2)一籠当りの収容教をかえる。

 3)垂下麿を調節する0

 4)抗性物質.,殺菌割を使用する。
 5)他の蓄養場に移す。

 以上五つの試験方針をたてたが.。一応実施でき一たものは1)二2),3),4)であった。
 なお,罹病貝の症状について肉眼的,病理頴..織的症庚その他につき,瀬戸口が詳しく述べている
 ので参照されたい。(うしお第59号)

 1)罹病貝の分離

 移植後15日目の8月14日に行なった。これ一ら.の貝の殆んどは外見上殻の形成がなきれてい
 ず,一見レて衰弱していると考えられたが,第口により



 A・一・夕陸獲の萎縮著しく真珠層には広範にわたり黒黄色の沈着
 物があるもの

 B…・・;Aの症状のかるいもの

 O・…・・外見では病的症状の認めら.れないもの
 と区分した。そ.の結果は右表のとおり。.これらは,それぞれ別々の

 籠に入れ,次に記する収容数,垂下層の調節,殺菌剤の使用等の実験

 に供した。

 ヒ分、
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 u」』.
 192.L三土
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 2)収容数,垂下履の調節

 欄肉貝の分離後直.ちに金網かごに入れ垂下した。ε月1川、26日までの難死数を第3表脈
 亦ヨ。

 3)殺菌剤の使用

 罹病貝の分離後クサビで開口の状態とし.硫餓高水溶液}畷漬して直ちに垂下した。(5個入
 で2.51〃垂下)難死推移は第4表の≧おりである。

第3表  垂下層,収容数の違いによる繁死状況
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第4表  硫酸銅溶液浸演による艶死
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 4).2),一3)項のその後について

 作業具および罹病のため未挿核貝の携死推移音ま、第1表に示したとおりそあるが,前記め処
 置を行たったものについては9月ビ入り7艦も下降し.・鱗片状薄片ができはじめ病気が赦復し
 つつあ.ると思われたので挿核することに。レた。都合により各試験区外ごとの炊復抹況は判らな
 かりたが、全体として鱗片薄片が伸びそきて恢復しひつあるもの185(64%),依率とし
 て病的症状が顕著なもρg3個(32%),すでに死んでいたもの12個(4%)で特に幼界
 が島づたとは思われたかった。挿核は病気の恢復しっっあるものについて行ない,重症のもの
 はそのまま垂下したものである(第1表L
 5)カ(琶註,±≡度テト

 窺富艶と蓄養場は母貝移送あ時;海潟養殖場は管理作業の時に演1廃したもので,それぞれ第
 5～7表のとおりであった。

 第5表棲息地(松ケ浦)

8月10日  1-B～19目寺

depth1 WT.1.c2ん
 ._二」_

 ニュ竺⊥ユ江⊥.L重・!.
 11・28、ア・い8.61
 二二二互二〔亜
 、1一}1…十1簑
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 海況そφ他からみた鋸死厚邸こついて・
 瀬戸口がrlしお」.・・号・クロチ目ウガイの異常蹴咋述べて、・る辛岬麟,鮫は

 ある種の細菌でお.こるIが',その誘因は貝の衰弱による・ことは確かだと思われる。一ことでは養殖一。

 .場お主ひ一時芦春場の環境についセ述べ参考に供したい。.
 .・松ゲ浦蓄養場は直凄外洋に面した約30二00・O材の第1.種漁港である。水深ぽ湾中央部で芋～
 手仰と浅.く・底軍は早/31苧砂泥で亭る♂牢って時化め場合は苛成・り汚濁する。湾δ西奥に惇小
 川が流入し・.表層は相当の狂比重と眠海野殖苧は印郎・年早礒殖看1?づ1すられ成績を
 一あげてきており.養璋数量も少いgセ急場とレて問題はないと考え有。
 松ケ蒲芦麹易から1亨昭和32年布に移送されてきたものの;蓄養場について?習査はなされて
 い率いが。一黙麓死に鰍1あると思われる予例は次のと榊で泌、すなわち移送あ際鰯章
 した結果は第6表の主おりであって鹸匿においては明らが隼不適な体態である。また奉天下の大
 .編潮時水温は・φ∵…に乍ると檸f象さ坤蓄養期間中は特に時化あ日カ…多≦・泓化し
 た自も何.日かおっ江といわれる。これらのことを考え合せると蓄養中すでに大量の蜷死があった
 .三とは当然鳴狐(・月一・・日まで4・・個守・%・富力・1-1一日まで…個中1・%.几
 他方,普通.施術期間である7月上句から弓月にかけその海潟での水温は第7表のわに2～
 5"…層で28～29=℃で高すぎるよ5.である。。7ギ20日移殖のもρはすでに病気宇牟りていた
 ので揮核を申上し牢が一・・月11月の毛のは砕猷1よ認められ帥咋ので挿核したところ・
 一週間以内に13%.その後一ケ月の内に41%あ明らかな垂弱巧郡牟っ走。一3年年までの海潟
 におけち水温は上く分らないが,今年は蓄養イ7ツガ燦鶯艶璋し牟,と云わ去Lて却り一、例年より条
 件がよくなかったことは確かなよラ.であ名。
 当場のクロチョgガイが今年異常'蜷死したことについて1抄大上述べてきた一時蓄養場及び',養

 殖場であ海況の不適によって衰弱したとL.{うことが,もっとも大きな誘因であ.ると考えるが罹病

 艶死の予防対策と㌧5ことから甲こ深く検討する必琴がある。
担当者一小松本男

 クロチヨウガイ人工採苗試験

養殖部

 本県における浅海増麟の・1ちで特殊な業撃竿してい6ク目チ宮ウガイの琴珠養殖業は・母
 貝の絶対量不足で吹きな飛躍は望めない現状で'この打開策として室内における人工採歯試験を
 昨年度に引続き行なった。

 昨年度はNイONH401{海水中で受掃せしめ,j]≡鴬発宇した幼生地k槽飼育・してNH-OH一
 の適濃度並びに智典麗生の経過を前らかにすることができた牟けで,Spatを5るに重ら左かっ・
 たが.今年度は幼隼の飼育特に灼着稚貝をと季よ事実施したと一ころ前年同様ρ結果と珪った。

 方一法一と経過

 誠年と同じように母貝を開設してから生殖巣カミ裸出するよ戸解剖し一、一切出し健よってえられた
 卵をNイONH40Hの1.1～一1一.5%海水申で活性化し卵核胞が痛失して辛ら同じ海水中で媒精
 し,正常に発生したVe1igerを飼育した。
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 即ちえ受精後6～7時間でTro吻Phoreξta解とな≒て浮上してきた発単体をまず54jar
 に5九邸・鈎隼とたったものは飼育用6嫡に・・tkた・師水槽は.・ハ…ケ…1・
 ノ水槽3"・2戸4卒槽2ヶで1・飼育水1・雫当り2～3ヶ体あ割合隼な亭よ5にし・Vb1ig♀・
 初期にはmic了。a坤emonassP.。を飼育水1㏄当り3～4方一。eI1あて接写し,殻長の90μ.

 言鶯終瓢㍗卿†↑一千㎜'㍗㍗㍗叩口r7
 ・飼育永檜は木製の槽に収容し,その水槽内には水道水を通じて水温の調節をはかり,飼育水の

 換水は飼育期間申・～・回飼育水の去～吾あて行な兆叉!日1季～千回飼献を携帯する一方・
 エアτ挙気してよたカ干明らかな差異ぽ認められたカりた。I
 このよ5にして飼育した経過は下表に示すとおりである。

第1表浮漉幼生飼育経過

受精月日

.8.一4
.12

.18

'9-14

発生率

47%

35

64

56

飼育期問

1-4目

11・

17

16

 幼生の大ぎき
 S'工叶S.1王.

96μx85μ

_92x74.7.

9ア7x80.5

1D35x90.8

水槽水.一温

 26.7～28.3℃

 2.Z1～28二2・1

 .三j二王二=.三.乙三、一_
 れg～28.2

備考

 ※生存幼生の最高測定値

 こgよ5に前年同様殻頂の隆起†るいわゆる変態時期に殆んど死滅し,この減耗を最小限に防
 止することが室内における人工採苗の最大要件と考えられる。な柴前記したとおり今年軍ぽ付着
 稚貝をえよ5としたため,飼育条肝特に餌料生物の関係,・飼育水の変化及びその調節といった鋼
 剤己先平って解決されるべき問題点については究明でき一次かった。.

担当瀬戸口勇一

 ツキ午ガイの産卵期について

養殖一音忘
 まえ..が一き

 本県のラキ.ヒガイだ?いての生態的な調査は,こ年まで28年3月午1回。2.8年4'月㍗12
 月一に・回・・千年1・千1・月～・一・牟・月に1・向・酉薩鱗の・ものについてたされてい.るが
 何れも一時的な調査岳嘩っている。その中,産卵については28年4～12月調査した北薩水庸二
 報告1k産卵は締行なわれているよ1であるが,1～・月曜卵期で嘆い亭・と推定一している。
 また二三3年4戸～34千6月の鹿本試調査2垢は調査期間を通じて産卵カミ行左わ丸ている'よ5な

 撃㌘る;今㍗甲㌣が周年対㍗れ・産卵細々の知見を得たのそ呼子・
 材料および方法

 調弁試料は加年甲市新川沖合、。5㎞,水深25伽陶近で、35年4月～3と年3月迄に12厘
 にわたり採集されたもあ9-72個体で』・6～9月は採捕後12一時間以内に、また他ρ月は24一美



 間以内に生の状態で調査した。1回の調査個体数は50∵。180揮、調査部偉は殻長(S.L),
 全重量(一TW).を言欄したのち.肉眼的に成熟度を調ベセから軟体部を除去レ殻重量(SW)一を

 幾㌫1㍗午音雫し午な†撤収生干巣の一片を1・り'坪片により組竿
 通常'ツキ牛ガイは♀育異体セ基らで精巣は乳白色1卵巣は紅色を呈している。肉眼自勺観琴に
 よる鎌巣の発育過程は生殖等嚇・大きさ・色彩・充実蟹から判断して終の・段階に区分
 した。

 工」此niC・1躯Stag・

 生殖巣は掌蹄耳小さく平らで角張っており・卵巣は薄概色;結集はクリ■ム声を竿してい.
 るが,一般に♀♂一の判別はできない。.一腸管ははろきりみえる。

 一皿一Grothstage

 生殖巣は成長過程にあるヵ㍉たお小さ.く角張りており・精巣はクリI一ム色・卵巣は薄桃色
 あるいは薄紅色をしている。腸管は生殖巣め先端側半分はとにみら一札る。

 血十M・軸・・も・・g・一
 生殖巣は大きく厚さを増してくるが,や∫角張りて一いる。精巣は乳白色'卵巣は明るい紅

 色を帯びて一く・私腸管は生殖巣の先端附近において僅かにみえるg生殖巣をメスで傷つけ
 ても生殖物質は殆んどつかない。・

 IV-Fd11sta壁

 ・生殖巣は他の段階に比し最も大きく.かつ厚くたって丸味をおびており,腸管は見えなく

 なる。メスで傷つけると生殖物質がベトつき,・いくらか流れ申す。・卵巣は鮮紅色、精巣は
 乳白色を呈す・る。

 V-Spa㎜口i皿9～SPe耐st2煕

 生殖巣の大きさは耳u11St蝦と大して変ら誠・が.精巣,鋼集ともに.点々と空調がみえ

 始めたもめから,すでに色彩がにぶり充実感洋たく牟って腸管の春在が分るよ5にたるも
 のと5.段階に分けた。

 結果及ぴ考察

 1一まず供試貝め殻長組成を第1.図…こ示す。9月2日採捕のものが,85π冗と1・10盟端近に
 mψeをもつ完全な2郡からなっているぽか、9月3・0日.…0月29日のものがや∫複雑で

 あるが.その他は殻長80～。12置一胴であってほぽ正規分布をだしている。6月～9月ρ4ケ
 月は1～2回曳網一(1回30～40分)の中から全部調査したが,他の場合には水揚されたも1
 あから抽出途伺してもらった。.縞目の大きさの関係か.ら60砺π以下のものが採捕されず、また
 曳網場所によって大きさ(組成)に差があるようで。この資料では発生期の推定および成長度
 判断ができなかった。

 2.肉眼観察により前記の特徴でstage別に区分した結果は第r表のとおり・であるが,前頃(第・

 1図)のよ5た殻長分布であるので、r応殻長95硯棚上のものについそ各sta量e別'%・の
 月変化を第2図に示した。これでみる亭。st39e皿はかなりの割合で各月に存在しており.
 stageI～]工は4㌻6月に30～50%であるが,7月～9月は非常に少くなり一,10月に急
 に増えて11月末のst婚皿に移行して現われている。その後は12月末から34,一5月まで

 sta菖eIV(亙ロリstage)が多くなっ七枚串を行なっている。また.,第3一図は(Fu11.stage
 +SP副㎜言ngstage)の富恰の月変化を示し年ものである。これでみると。。1,2～5月に成熟
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 個体が多.く,特に'1～4月に多いことカミはっきりわかる。6月は25%が完全にspentと加て
 いる。

第1図  殻長鮭成(。祠冊.;徳)
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第1表  生殖巣発育段階の月別推移
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第2図 GonadStage  .の組成(%)  (S・L95mm以上)
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第3図  Fu11～SPent  Stage個体の出現率
 Fu1i+Partia旦1y

SPent

 F・11～SP邸

 3軟体部重・量の推移

 第4図に軟体郡重量と殻重量の比(W/SW)の月変化を示した。各調査期とも原則として殻長
 105～11口腕の中から,20～35個抽出したもので茎るが,特にこの範醒に含まれるも

 のが少なかった場合は若干巾を広げて少くとも20個以上とした。こ.れてみると、一4月カ特異
 であるように考えられるが,その陵は一定の頼向を示しているように思われる。即ち,5～8

 月は殆んど変化がないかg月以降は次第に下降し11月～1月にもっとも低い。;3年12月

 ～34年6月は、やや複雑であるが2～一3月カ浴になっており、2B年同期とほぼ同値を示し

 て㌧・る。

 軟体部重量の季一節的推移と産卵とは密接な関係;)噛ると言われており,これらのI質料でも関

 係づけされないこともないが,調査の条件加必ずしも同一でないように考えられるため,産卵

 のための軟体部衰滅あるいは殻刎彦成期について深く.推論することはできない。

第4図  殻と軟体部.重量比の変.化
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(参考)第2表  GonadStageの組織的観察による分類
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 stageヤにおいて・d3sいのついた数字はP匠tia1-ySpent.つかないも二のは
 SP・・t;・・g・である。

 以上一,肉眼観察および軟体部重量の変化から強いて産卵期を求めるとすればst39eW～Vは9
 月～11月非常に少く・1～5月30%以上であること・6剤こは25%年すでに完全なSPent
 であること,又,軟体部重量が冬期低くたることから,産卵放出惇相当長期にもたるが.冬期～

 春期に放出する.ものが多い土5市勢えられる。特に1～4月が注目される。一、、
 荒牧3うは同一材料を用いて生殖1巣段階の各鮭段から♀♂それぞれ1個を摘出し、切片によ.り組



 織的に調査したが,参考としてその結果を第2表に示した。これによればstageI～I[は7月～・

 12月に多く、stageW～Vは年岡を適ドて30一%以上で・4～6月・2～3月は70%以上も
 現われており、肉眼観察で最低であっ牟g～11月にも可成りの放出が行なわれて㌧るよ5にみ
 える。放出が周年行なわれていることぽ.,肉眼観察の場合でも想像されるが,牢による差はある
 .にしても33年12月～34年6月に調査した山口4)の一肉眼観察の結果ともかなりの禍違がある。
 (荒牧は4.～6月を産卵期としている)。肉眼的調査に芽5いては鮮度が低下している場合は適切
 .な半噺ができないこと,Fu11・st畷と放出初期の判定が因鋲であるなど1難点が伴一らが多数の個
 体を処理できる利艇がある。擶交の調査で1'溺査倒本数8～10個は少く,又,被検部位を一定

 しなかったことも指摘される。

 挙とがき一
 これまでの調査結果も合せて参考に.産児島県西薩沿岸のツキビガィは,.1～5.6月に産卵する
 ものが多く,一その問の3～4ケ月が産卵期と言ってよいようである))…、年による差が考えられる

 ので今日の調査でははっきり言えない。JamesM3so日はPectennlaximHs(L)1こおいて組織
 的調査ならびに浮溝幼生の採集を行ない,産卵期を推定しているが,ツキビガイにおいても同一
 条陣による肉眼的,組織的調査,軟体部重量の季節的推移,幼生の採集(8,9月に採集を行な
 い,ツキビガイ幼生と,署、われるものを得たが,断定でき.なかりた。飼育又は人工.授繕による確認

 が必要と思.われる)さらには費源言喝査の意味からも稚貝の採集を行なえば,かなり適確に産卵期

 をIま巴莚≡で一きると思ゴっオLる。

 最後にこの調査を寺すめる1こちたり,材料蒐集に協力をいただいた加世田市旗都.州崎蚊市政
 調査の指導をいただいた鹿大村山教授,終始協力された苑牧孝行(当時水産学郡学生,理..鹿
 本試勤務)に対し謝意を表しますし,

叉
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3)
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 ツキビガイ(Almlsium.japonicu㎜)の産卵期と生殖素の組織的観
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 ノリ漁場潮間観.測

養殖部

 I.目一一的
 一斉ノリ場に寿ける潮汐の変動一を知ることと,標柱の建設により水位を明季して養殖管理技術に
 科学性をもたせることを・目的≒しね在埼・・この調査は水産業技術改良普及事業の一琴とレて実
 施し地元研究グルー.プの協力を得た。
 ]I.調査日程=I…二観測担当者
 1出水市米之浮昭和35年8月5日～8月明小原技師1福之江海苔研究金員,新

村,

 2指宿郡喜入町瀬々串・9月19日ぺg月20日.喜入町漁協瀬々串婦人部員1・新村・

 ・姶阜郡加治木生須崎1・月・1日～・月・・日加治木町海苔養殖組合員・新村
 4鹿児島市脇田.'10月10日崎向正一・新村パ
 5・'雫本市浜子.10月。5日～l!月.6日永山技鮪・垂水海苔研究会員・

皿'調査方法'

 1標柱の建設:長さ3～5刑,径約10例の木杭を最大干潮線附近に建て,その地盤を0㎝

 として上方ぺ5㎝間隔の目盛をつけた。
 2観損j:この標柱近くに蹄を碇置い原則として13字間牝亘っ.て1蒔間知き午観測
 した。天候,雲量,風向一ヵ,気温,波浪,うねグ,透明度,水温(表面,底層)。.塩素量
 (表面・底層)・潮流向一流速・.水位等について下記以外は苧拝観浪一j法に準拠しね
 ω義明度:直径42腕睨のルツボの蓋を使用した。.
 12縣水:北原式B号採水器を徒用し,水深60あ以下てば底層水は採らなカりた。

 (3〕潮流調査…一策1画r示すよう.在海流瓶にナイロ:/テグス(太さ2厘)を結びつけ,投入肇一
 2分間(スートッブヴォ・ツチ使用)の流れた方向とテクノρ長さを測りて表し旭一干潮時

 前後ぽ浅くてこれを・使えねからたので,塩検用採水瓶を流して流向だけ調べた。

 14〕水位:標柱の自盛りを請み㎜で表わした。

 ・調蝉一.。'..一.戸面
1.串本市米之津漁場
 ω.観測位置:第2図に示すように干拓提防

 線から約与0口腕沖合である。

 (2〕揮測日時:富力6日06時00分から
 2.字時0.0分'まで

 一(1〕・挿・芦:観測結果は第1表・第・図生
 一示した;一

 夫.候:当日は晴天で日中は東寄りめ
 風が3～5とや㌧強く吹苔,波浪も2～4
 てあっ旭気直ば06川22時の平均η64℃一
 ・で,最底26.8t。(06噂最高章2.58℃

一25三一一

第1図海流瓶.



 二(14時).を示レた。
 卒・軍:表面卒温は26.03.
 二33.24℃と大きくI変動したがI
 氷決2m以上の満潮時には26℃1・
 台で変動は少在い。水深1～2m,

 qとき27㍗28℃,lm以†に・
 なると29℃以上となった。一～これ

 ば'日照による影響が大きいことを..一

 示している。底層水短も表宙水温
 と大差差く・0.5℃以内の差で変動

 した。

 塩素量1表面,底層兵に1・、・%
 (δ15÷24.9)内外を示し低潮

 時・時間前の1・時{1%・1・如・・%と低下し牟。Fれば勧江地邸旅大す
 る河川水がひき潮と共に張り出してきたものと推察され走。

 潮流:みち潮でSW～WNWの方向・ひき潮にはNW～剛千かけて流れる傾向孝示した
 しかし当日は東寄りの風が強かっ走ので吹送流の影響があらたρてば老いかと考えら札ヒ
 ・の結果だけでぽ何とも云えない。流速ぽみち潮の低潮時から事時間蛮あたりが20一ブm/2
 分間と最大値を示し平均岬4π/2分間であった。とトき潮でに購潮時から4時問後あ勉で
 18.3m/2分間の最大値を示し,平均11.45m/.2分問と在りている。一

 透寧度:p.8時の高潮水位337甲で底がみられ澄明であっ走力㍉12∴j-6時の低潮時附
 近では干潟一面に濁?和これば風浪が強か?たため底±を重き事け先ものである。・
 水位の変動=第7図にみるように高潮は口7時40分でろ4口㎝,21時00分で3き8例と

 一凌り・低潮ぱ14時20分に一6伽と在っ下これらを樟ぶ潮位線は拠動線を画い旭光之
 津港拝ある自記検潮琴(農林省出水干拓建設事業所所管)ρ当目の記録と対比し光ところ
 殆ど合致・していた。検潮儀の潮位は東京湾中等潮位を0傘として基準にして券珍・こO基
 準線はノリ場の標柱てば17肋のところに相当する一ことか判っ走。

 2喜入町瀬々串漁場・一
 (O一親潭1嘩置;第3図のと拾㌔
 一12〕観測日時:9月2'0目一〇一5時
 30分～1-9時45分一.

 13〕摘.要:観則結果

 観測結果は第2表・,第8図昨示し
 た。

 天.侯一:当目は晴で風.弱く。

 波浪0～1とナギてあっ走。気温

 は24.6～298℃を示し平均2Z42
 ℃であった。

 水温:朝の高潮時に畔表面,
 底層共に26～27℃台で・水深2m
 ～1mに在ると28℃台1m以下てば29～30℃台と急上昇した。

第2図  米之津漁場◎標柱の位置. 養殖場

 第β図 瀬々串漁場



 しかしみち潮てば水深2mに在っても表面ぱ29℃台を示し底層とは1～2℃の差があり
 午后の高潮1時間前に表面,底層が27P台に安定してきている。

 塩素量:低鱗g前後・時間に1・胎に低下した外は表面底層共に1・胎であった
 この漁場には川の流入は安いが,索3図に示し定位置に干潮時に露出する岩の間際から少
 量の湧水があることが去uっ走。この携水は水温22.2℃,塩素量2.21タ島であった。

 流:みち潮に東方向,ひき潮に頂方向に流れる傾向を示してい乞が,流速は極めて

 緩慢で最大随が皐。5肌/2分間で,平均1ユ21・m/2分間であった。これは,この漁場渤…
 洲によって囲まれており・海フ1くが特1括するととがうかがえた。

 透明度:高潮低潮を通じて底が見え澄明であった。

 水位の変動:第8図にみるコ;一うに高潮は06時30分で睾62.5㎝と19時日二0分の
 273.5㎝となり,低潮ば12時50分に58㎝とカ1っている。鹿児島港にある自記検潮

 饒(鹿児島地方気象台所管)o当日一の記録と対比したところ殆ど合致していた。これか
 ら検潮儀の基準面はノリ場の標柱の一55㎝のところに相当するこ・とが判っ走。在拾,東一
 京湾中等潮位は検潮銭の150㎝のところ衰ので,標柱では105cmの水位に当ることに

 なる。

3加治木町須崎漁場

 ω観測位置:第4図のと知り、1'一いいW・心
 (2i覆葦潰j日増≡:9月22日

 06時30分～18時30分

 (3〕摘.要＼

 観測結鮒第・表,第・図に・・..ll＼ぺ

 天㍗、当日は曇りがちで東…＼べ旨=∵・
 寄'りの風が2～4とやや強く,F＼I

 意深意㌫箒s>∵∴二二
 分までIで打切った。

第4図加治末漁場
 水温:満潮時は表面,底.層共

 共に27℃台で安定しているが,
 低潮時には33℃台に昇温した。
 塩素量:第9図にみるように

 高潮時から5時間後までは17脇台であったが,4時間後には10胎,5時間後には5%ξ
 台と急激に低下し・低潮時から再び徐々に繊度を増して低潮時から約2時間30分後に17
 璃台に復した。これば漁場が別府川の漆筋にあたっている7ヒめである。従ってこの漁場では
 河川水の影響をか在り強く受けることが推察された。

 潮流:みち潮には北寄りの流れで低潮時から2時間後に20.4椛/2分間の最大値を示
 し平均1Z3m/2分問となった。ひき潮は逆1(南寄りの方向に流れ,高潮時から1時間後

 に28.4肌/2分間の最大値を示し。平均1ア5肌/2分間と在ってか在り潮流の速い漁場
 であるといえよう。

 透明度:高潮低潮を通じて底が見えI澄明であっ走。

 水位の変孕:第9図に示すと居り高潮位ば07時50分に2ア3㎝,低潮位ぱ14時00分
一255一



 に13㎝と差りそg潮位葦ぱ260ψと在ってムろ。鹿児島港の検潮儀6記豪と対比すると,
 時刻は一致するが,禅位差ぽ卯治木g方が1弓㎞犬きふった。・今とで鹿児島港の碑潮儀との
 .一.関係を余めるために標柱の各観測水仕の平均ξ綾潮儀の同時刻め水位のギ杓を求枇即ち.
 ・.・時…I分が今1・蹄での干均潭1位は標柱でぱそ・・岬・検潮儀記録カ・らは・1'舳㎝
 一と.なりこれが同一水位にあると一した・従って1検潮儀の0㎞ぱ裸柱914773二戸15・6'串下
 一・・自・㎝(約・・㎝)の水位に相当すること陣為・叉1東京湾中等潮位は標柱の1ち・…
 =82mのところに当るとξが判っねこの水隼を奉準とレて両者の潮位線を対比すると旧7・
 時・.・牢の高潮時には加治木が鹿児島港上り・㎝高く・・1.・時・1分あ低潮雫に帥治木が
 、5幾鴻13㎝の干竿きが竿干ことに率予
 11〕一一観測位置:第5図に示す』
 12、観預1岬時:10一月10目一。
 1㍉時0I0分～17時0口分・

 (3〕.摘要
 観測結集は第4表・第10図
 に示し走。ここでは6日幸間し一
 か観測しをかったのであるが

 それぱ主として鹿帰島港の検

 潮饒基準面とめ関係を求める

 定めに実施したものである。一
 天一候:当日は晴で風弱く気

 温は.26～2アもを示した。.

 水温:表面底層の差0・.5℃.
 以内て25～26℃台てあっ栖

第5図脇出漁場

!・

 グI

 塩素量:水位が1.40叩までには1も.3%台てあっアとが,水位100㎝の頃,即ち低潮時
 一の2時間前に1{脇合に低下し,再び磁度幸増して低潮時牢は1.ア胎牝復した。…れはと
 の漁場に流入する河川水が,地形の影響をうけて複雑に変るものと想像された。
 潮、流:ひき潮は東寄りの方向に流れ,平均63m/2分間であった。みち潮ぱ17時δ一
 1回だけであるが,一面へ浮れること牢想像された。当日律小潮であっ.たため,潮流も漫慶で
 あったと考えられん

 透明度=脅潮時間中は底が早え澄明であ?た。。。
 水位の変動:11時～1・ア時めア回の観測平均水位キ・鹿児島港の検潮儀言再録の同時刻の平
 均潮位との差ば一亨97一ψ(約100㎝)であり,東京湾中等潮位は標柱の章0卸むところ一
 に相当することが判った。
5垂水市浜平漁場

 (1〕観測位置:第φ図に示した。
 (2〕一..観測目時:1σ月5日09時30分～10月6日・06時日.0分
 (3〕観測担当者:永山松男技師(垂水地区沿岸漁業技術改良茸及員)が中心と在って垂水海

 研究会員が観測したものである。
 (4〕掩・.・.要

 規準1」結果は窮5表・一策1.1図に不し栖
 一256■



 天候:北寄.りの風が享～3と
 吹き,曇から6目未苧に舛雨と在
 っ一たら.気揮は21.6㌻28-O一℃で一.
 .平均24.41手であ?た。
 一一水.温:高潮時では25℃台で
 あるが,昼間の低潮時には26℃

 .台に昇温し1夜間の低潮時には
 戸3℃内外に下??た。平均して
 I24.94℃であった。(表面水温)'一
 上白.重=高潮時に2ア5を示し
 衣が,ひざ・はじゅて1時商・後に
 1.8.9と低下し九のぱこの漁場に

 流入す手本城川の影響で・一般に
 低潮時前後ぱ20～22を示した。.

 。オノ
に

 ・風・一

策6図毒水漁.場

 1
・
一

 この漁場の海野は脇田漁場と似術」!1水が地形の影響をうけるため・種鉢変るキう.に推察さ
 れる。.
 水位の変動:前に述べた同様方法で平均潮位を求めたところ標柱では104.3㎝,.当日の鹿児島

 港検潮鐸言己録てば200-6-2㎝と在字一検潮儀の基準面0例は標柱の1・04.3-200-6=一96。亨
 一㎝(約一96加)に苧る一…とがわかった。これから東奉湾中讐潮位は麗の150-96≡54ψに相
 当することになる。どれを基準にして両者を対比すると5日13時2亨分の低潮時は一致する
 が,19時20分の高潮時には鹿児島港より垂水が5㎝低く,叉6目01時40分の低潮時に
 ぼ鹿児島港より4例高く在り,合せて9㎝垂水地区が干満差が少いことがわかった。
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第1表一 米之津漁場潮間観測結果(8月6日)

i

 一一一一一→一1
1
1

 風向一力1,E1

 トー一

 llテニ、1+・一。1=二心二・、二=二=上・下■一
 十・一r・・!・…一ナ

 ㎝,,295一・330!3371303≡247117口.831
 .、.1........1・・..。.1.、....」..、_._..,.___、.」

bbcbc1bclbc・bcbcj
iさl
ll;j
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 ≡N・N2ESE・3IES皿一3=E・51E・ギ

 波・浪1112222-512

 うねり一≡000100:0≡0
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 透明度離11・・5い3置13・・<・303<一2・47く11パ14口
 ・・…・一・一…ll・

 気温℃..11、竺、27・三、.263.1.三g二㌧3一一11㌧一二1L.
 表面1}・舳・・5126・0-26・j27051292

万}里;=1
 し底層…≡26,126.口5

 ;表萬11・岬.一1…1…11…l11…1舳11・1・・1
 ㌶…底層≡≡側1a・・j,l116-121芒.1二㌧1二

 換算比重・表剛一2ム805≡24…124ε0512舳12榊12478412↑5151
 1一一一'■I⊥■■.一_L

-l

 lぺ底層一11・㈹:・・…1・舳!・・…1・・…1・・…1舳51
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 1方向ヨ1・・…ポー一Lツ..、一二'。ご1
 潮流グI一「
 一連略11三・…1・1・リ…11・・11・…1

二258一



 13-0ヒ0一ト0口11ニニ11二一11・r・1-11・■・・一・・1・1一上二
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 一■→一■一I一一L■0.一1」■一トr「'…一一一†山
 ・1一..1-1・一1・1・1・1・1・・

25 .162 143〈1224<;282
 日没のた

 め不測

 …"川一13午一十㍗∵半¥79
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第2表  瀬々串漁場潮間観測結果(9月2・0日)

時刻 hm
05-30 06-00107-00 08-00 09一口010-00 い1-00 i項目

水一位前

天.一候

云箆

風一向一力

波浪

うねり

透明度

 気桿℃

 ガく温

表面

底層

塩素量 表面

底層

換算比重 表面

底層

潮流

方向

 速さ

  
  

一

    ≡245125811手581字34    'iL一一一''・一一・・一・一・一・一一・一一一一・一一一1一・一一一一・一・・一I;1..・・二11138L89
    ojb・1bcl,    i一一`'一一円一■一一一一一一一一一I一二.⊥し十二.
    ;・1・1一・    ■トー寸…;一■・・

    WSW-11M仁11ト0～1,NNW-1≡NE」1一・・E-2

    †11・1
    '一一一一11一.1'l1p!。1.lll。

    I≡!

 ._.」.._._.一r_、一L__L二二_
 L.二、。二」1・.二十二.

 L..二r.下一.、]二
 底が見之る一

 三笠一∴デ1一十一三㌻一・一モニニ十一竿。
 ・6・≡2…1一・6…12・…1274・1・8・2
 一一■■■「■一†■一一一一一一1一'

…1…1・1・……・…1・・1・i…
 …一トー十一一1一一一一一一一一1一一一一一トー一一
1!i:!

 1資二L18.31い815L旦ユ1二1.
 二竺.王.'二三・.1・・兀;π1・11・・

 1-T一■一'一一一`一一1■一一一0■一一一…
 一二∵竺.12111+2㌻.1422+..竺
 三・…'1・…ll.・・…1・…l1・・…1・・…

 IT一三上r二
・1≡11

1.3!1-351-332.4511-21IO11;.1



 11・一・・1.1・一・・11川1下訂「1・一・r'
 ㌃Tr、。.、。。.15、→
 一・一L≡十一十一…二11一一11∵工1
 1bc二∴二斗∵bc二。÷1÷

 十十!ニト三.'士1二■
 一∴一一、1..∴、.ぺ10…01」一11…
0;01

 ≒十'∴1・・,ク、・ミー・ミ・」
 、37二日■「{丁三二三テニ7二;二;一一7.ザ
 ⊥三芒一仁竺.1一㍗….㍗デ㍗.ン∴.z㌧竺一

 舳仁290∵㌧一3ユー;`㌧一ユニ;
 1叶1・1・11・・!;舳11…1側1.11・1・11・・l1
 一.、二111㌃「二二三一;T;二下一≡
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 1・.1.t0⊥上、二・・∵・・■・1・・仙
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第3表.  加治木漁場潮間観測結果(9月…2日)

時刻
hm

06-30≡07-00 108-00109-00 110一口0  11イー0口
.項目

 水・位㎝

 天一.・ 候

.里

 風・向.」力

.汝演

うねり

透明産

 気温℃

水温

表面

底層

塩素量 表面

底層

換算比重 表面

底層

潮流

方向

 速さ

 ÷÷一≒L∵.
9・9

 .昨2;W昨2

1;1

0./0

8

1+口
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0

1
99110
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 .∫ll.;二1竺..1。ユ。.二竺斗.工.1.二王1二
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6.O.2,310,128.4518.5524.36
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第4表 脇田魚場潮間観測結果(10月10日)

 時亥1」
.11-0口 12-0013-O-o 14-0015-00 16-0017-00

項目

 水.1位一・㎝

天'侯

笏.異

 風向一カ

淀.演

うねり

透明度

 気温℃

水艦

衣画

一底層

塩素量 表面

底層

.換算比重 表面

底層

潮流
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第5表  .垂水漁場潮間観測結果(10月5一～6目)
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時刻 25F00 124-00 101-0口  102_0口.03-00104-OO i05-00 106-00 一項・目

 水・位.碗一

 .天・'

後一

 風向÷力

波一浪

 ・気'温℃

水温温(表面)一

 比幸(・)

 潮流.・.向

 潮流速m/分

      耳一2.一■411㍗138195
      一上↓二一P一.、1,1!.rrr一       ___μ_一

      '一=一一

Vむすび

 以一ヒ・地区の漁場に標柱を建て水位牟砺し走が1・この与地区の関係をまとめてみると布のよう
 ・に在る。従って基準捧の検醐義から潮位の変動を求めれば,各漁場での変動が推算でき養殖管理
 の指導に優末口・と在っ犬=o'

漁場馴

串水市米之無

鹿児島市脇田一

喜入町瀬々車

茄治木町須崎

垂水市浜平

東京湾中等潮'位

176.㎝

50字.
 105㎝一

宮曼伽

54㎝

基.準港

米之津港

鹿児島港

〃

〃

〃

検潮儀

検潮一儀

 この調査に当って,鉾潮儀記録を提供された一一農林省出水干拓建設事業所,並びに鹿岬島地方
 気象台観測課に感謝するξ共に,・観測に御協力いただい走読記諸氏に厚く御礼を申し上げる。

 担当者・新村一巖



第7図 米乏津漁場

潮流風速

:天候風向力

時刻

水温

塩素量

水位
気温
表面
底層
表面
底層



第8図 瀬々串漁場

潮流向速

天候一風向力

時刻



第9図加治木漁場

 潮流向・速

 天候。風向・'力



第10.図 脇田漁場

 潮流向。一連

 天候。風向。力

時刻



第11図垂水漁場

 瑚舶・連

 天醸・尺匂・力

 蹄童・ll



 ノリ養殖に関する千田時間線推算の一方法.・

 工まえが'き
 アサクサノリの着生層は気象・海況在とに関榛・してその輯園が定.まりてくるが・一般に響汐との
 関係を鞍として干出鋼線で表わして㍗る納汐は軸変るためノ1の離邸麦っ一て!るか
 ら,来るべき時期Pノリ。着生臆や養殖管理の水位を予察するのに,籠憲の鰯罰の.干出時間線が
 覇単に求め一られるたらぱ優利であ為

 1らる期間11⊃薄位。変動は潮汐表から推測できるので潮位と干出島聞練の水位の歯係を明らかに
 すれぱ一一方から抱方を求められることにたる。本県米之簿ノリ場に歩けるこの関.係を求めて本年1

 のタネ村時期に帆=たとこ砺結果幸えた一巧更に締し修ヰし走方法に2いて述べてみた
^

 ]I低潮位と干出蒔間翻の水位との関係
 あるいは潮間観測によってえられた水位1二1)時簡的変化を表わす癌(潮位線)に

 みられるように,.その繭纏の形状は同一地点に巻いでは木弱小潮によって同様傾向。変化を示し
 ている。従って同一地点では低潮位が同じ一場合(異鴬潮は除1、(て)干出時間線一の水位は一致する
 ことを前提とし走。そこで低潮位が高低することによって各干出時間糠の水位がどりように上十・
 するか両.者の関係を調べた。

 蝉は米之渾港に多峨鱗(農林省出水干擁設事熱の縮.11.ジキー倒・用)幌.
 録を借用し昭和3千年10月1日から同年11月30日までの61日間の濯位記錘をもとにして
 銀潮位毎に1・2…3・415時間の各干出線C*茸をだし低潮位と各手出時間姦との絹関1黄係一.
 を求めた。

 ここで・米之津ノ1J場は米之津港から重1隷距誰ぞ4・5}(ωところ11=ちるが・・バ;場・でつ言繧間観

 測結果牛米之津港蹄琴1己録とは殆んど合致L・ている舳蝉繊を1帥亨ノ/」駅継と
 .レて取扱っ札
 鹿児島湾内gノーリ瑚〔ついては鹿児島港にある検潮儀(鹿児島地方気象台の所着㌧フ■ス型)
 g記録を使用し・昭和…年・月1日仏司年1・・月1日=の・1脳1・1紬1記録をもと!・して・
 同様砕で低潮位幸各干山帯闘綾との相鱗即金妓;
 第1図・A一(米考輸'・・1鹿児島港)に示ナように低鮒昨千瞬間線水位と明には

 直線的在関係がみられるp即ち相撃係数並に1111帰直線(つ式を求φろと次のと紅一うである。
 第1表一低潮位と各ギ出時間線水位との歯係

 1工㍍々募薄幸オ毒㌻秦■一一
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 表にみるように押鯨数が1・・内外を示すこと師者の繍が極めて戸く・一方から伸方を璋
 と走確に推定できることを意味している;従って第1.,2・図から低潮位がわかれば1～5時間干
 出線の水位は容易に求められる。一・

第1図  低潮位と干出時間線、永泣との関係一

 像潮位。肌

 A.米之津  ※水位0㎝は東京湾中等潮位

1時閥手出線



 B,鹿児島  ※水位0㎝ぱ平均水面下150㎝

1時間干出線

 第2表一米之津と三池の低潮位の比較

 月日。..

一9月5日

9月.12日

 1日玉F1均{氏潮,{立

 米之津の実測直前I
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一1671-100
 一110ア1一.53

 ・一10ブ.
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 Ⅲ・応用例

 昭和・・午の羊之浮!1矧て糾るタネ付適期ぱ1・月・叩～1.1・月・。日と予察し化の1
 .一潮g期間に千ネ付張り込む太位.(着生層)'を求めえ苧とにする二
 (11ノリの着生適層:前年度の米之津ノ1リ場の郡査結果にょ.季と'・率ネ付期間1歯(1;目周)
 に飾る群層は.1一甲平均干出細線で.!時間・・分㍗・鞘と在りて苧り・これカ・亨1日
 平均.5時間干出線を適層キし走。
 (2i.昭和・・年1市・日～11月き日・(1・日中)9用平均・時間干山畔封之あるにぱ..
 こq期間61日平均低潮位を推算してから第1図で求め.られる。

 13〕1目平均低潮隼の求め方

 1芦和・・年度潮汐表(海上瞭庁発行)一カ・ら米之津の標章港である干池の鮒を基準とし・
 三池に糾る1・月.…日∵11月予日.の1一日干均年潮位を求めるこ柚から米之津の潮位'
 を求めるには・事前に潮商観測(又は検潮儀)によっセ補正すべき係興をだして拾.く。

 イ,補正係数の産し方

 昭和35年g月5Fポ!大潮・≡日7月15日)と?月1子日(小潮・旧ア月・22町のラ白・
 間あ低潮位について米‡苧ρ実測値と三池の1翻汐表の醐立一(第2.一表)との割合を求めた。
 (ここでは検潮記録を利用し走力…・一般.砿郡間観測下実測敵求められるべの場合低潮
 位牟け求めれ1辛よ一から2.5時間連続観測の必劉寺机()二
 ここで・享池と米之津のフ雌1の群面が異っ.ているあで説明して拾㍍第・'図のように米

 之津の検潮饒では・㎝を東京師等潮位とし・丁般曄潮位1手で・)側に・低雛(r)側
 に衣っている。三池の場合は平字水面下280㎝を基準再0㎝として,高潮位。も.低潮年も㈹
 例に表っそいる。従?て両者の比較ダしにくいので,享池の基準面p㎝を平均水面牢もっセー。
 坤き,・低潮位を(一)側にすること牢よ「て比較しやすくし旭一(率京湾中等潮位と平均水
 面とは必ずしも同二水位でなく鐘か在差があるが・潮倖の変動傾向をみ季ためであるから両
 者の基準由赤一致し;をくてもさしつかえないと考える。.)
 三池の1日平均低潮位は。基準繭を平均水面にもらてゆくと12b二28..ロー一160

 mとたる。

 米ノ津 三池

㈹

高揮位

 /・一＼ノ(
 ・、/東

 0ザ、ブて280
 .勢〉裏
位1枇..
(時間)一.}1

 一ト1面

 第3図米ノ津と三池の潮位基準面g異りを示す模式図

一2.75一



 米之津の実測潮位一107
 補正係数=_≡=0668とたった。

 二・池の潮汐表の潮位一160

 口・10月20日～11月3日の米之津の1日平均低潮位は同潮間の三池の1日平均低潮位に補正保教
 を判じて求め眺三池の同期間の1日平均低縄位は潮汐表から9フ1σ3例となり平均水面を。㎝とす
 ると9ア03τ280「182.97σ戒める米之津の1昌平均低潮位は一182.97刈一6{。B=一122-22㎝とな各

 ハ,同期間・つ米之津の1日平均5時1嗣二出線二じ水1'。1一は第1図から一88o届と珪った。

 !冒平均5詩間子仕磯ということは,1日に約2回1夏潮があるから1回`)平均が2時間30
 分つつあればよい。実って一122.22伽1⊃2詩間30分子出線⊃水・血を図から1読みとれぱよ
 し(わけである。
 〔参考〕

 ・同期間の検潮儀記録によると,1日平均抵揮位は一121.55㎝と看:り,一S8omの1日平

 窄一千出時間ば4時i割49二分と在っ走。
 。同莫鱗1つノリ芽の着生状況は(別項に報告のと右り)一10㌧一140㎝の間にみられ・モー
 ド手1ト80～一90c珊離近であった。

 wむ一ナび

 ノリ養矯業は近年暮・しい進歩を・遂げ1人工採蚕が普及しているが,といってノリ自体の生物.
 学的性嚢は従来と変っでハ方い。本県。lようにノリ養殖。南隈として自然り制約を受ける地裁

 では,榮;に各ノリ漁場の特性やノリの生理・生態、を把握してはじめて技術改良が進められる。い

 たづらに兇進地の物まねに終る専らば生溝性の向上は望め安い。本県寸は新規の漁場が多く,
 養殖上の差鱗とも在るべきノリの着生・生菌醤の時期絢竜移を摺白ことが先決である。養殖試
 験緕.果には,気象海況等・D変動は幸述してあっても養殖水位については善通的た表理がなされ
 ていをいもむが多い。こ1o、煮干出時間線は妥当一凌表現プ推であると考えら幻、,それを求める一
 方法として試み定も一{)である。しかし応用碗も誰かセあり今後更に検討し老いと考えているρ一
 で・御教示簡叱正をし(走たければ倖である。

 最徽…検朝儀言己録を快よく提供して下さっ走農林省出水干拓建設事業所及び・鹿坪島沖方気
 象台1一〔謝ま一を表します。

麹当者新村巖
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 米之.津・ノリ種場調査

Iまえがき

 前年度と同様に出水市並に出水漁協の要請により調査と指遵に一当っ.た。前年度は干拓工事によ
 って従来の位置より沖を種場としたが,サ!ト'ポンプ工事の影響を受けてヒビの芽付きは不良に

 終った。本年は更に種場を榊⊂し,再捧討する意味で気象海象調査と併せて時期別,ピピ資甘別
 のノリ着筆層を調査した。.たムIこの調査は本産業技術改良普及事業のデ環として実施した。調

 査に当って・千戸的㈱力をいただい先出水市雄係小原耕平琴(県派雫技術則に厚く甲・
 礼申し上げ玄す。

]工調査方法

 9月26日か'ら11月4'日まで現地旧駐在し,毎日昼間の満潮時に第1図に示す位置で気象海
 ・象を観測した。
 着生層調査は種場の押(第1図).に資材を施設し1潮の期間に着生したノリー芽の数を計数し旭
 第1回調査10月.7日～10月'19日

 第2回調査10月2.0日～11月3日
 ヒビの資材は下記の6種類を徒用しその中クレモナと,割竹以外の4種ば市販のノリ網をほど

 いて使った。

 騨種.I場

一口養殖場

血.基準標柱

織着甥調撫
(冨)海況観潰1点

 =第1図米乏津一漁場図一・
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 1.クレモナ糸平打'∠5本,ノリ網用の糸で左く普通のクレ手ナ糸.
 2.クレ手ナ・ハイセシクス函館製網船具砒製,。.試。1号ノリ網をほといたもの
 3.クレモナ5号.'一第一製網眠提供・タ8本

 一4ハイゼックス三井化学工業畔琴・200一デニール130本。2子・一.古網(2年
目)

 一5・パ二ムー一I60号
 6.割竹一一約5x3亜加角に割ったもの'

 ごの6種資械ま夫宇約25あの長さに切り第2図A提示すように針金枠(20Y30㎝112)
 に資材別に結着したものを一15・組作り・,10例の垂直間隔を保って15段階に枠を水平に同定し
 .た(第2図B)o

 これを調査,点、に最上

 段が基準宮口㎝一(東京
パ

 湾.中等潮位)にくるよ

 篶禁.腹1B
 るわけに凌る。・

 こうして種場.て1潮
 タネ付したものを取出

 .あげて持ち帰り検鏡に
 供し走』検鏡はヒビ資II
 材ρ3例の長きの全表.
 面について調ベノリ芽

 の着生数を劃数し忽・.第2図一着生層調査施設
 皿結稟及び考察

 A,。B……本文・参照
 1.本年の気象海象.
 調査結果は第1表一
 第=3図に示すと券
 りセある。句別の概

 況を記すと9月下句水温は平年一より約1℃高目の26一で台を示し札
 1・月上旬夫潮を迎え櫛りあ風が強くシ争が続!・旭従って水温は下降し平均一郷℃と平'

 年よりO.7℃低くなった。10月5日・には22℃台のタネ付水温に下降したので

 早ダネ採當について速報㌧栖
 中旬・小跳凶再ぴ本邸土昇し平年よりi=・℃高昌の平均・a・・℃を示し地
 下句・潮起きξ共に水温は職1下1;平字・岬℃と平年よ用℃低!.差一た・

 一睡業者ぱ18日～23一石にタネ村張込みを季冬った。
 .比重は全期間を通じセ24～2-6台を示し,平年と大差は左かった。

 2.・'ノリ芽着生層
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 検鏡結果は第2表一(フ0月I7～19'日タネ付)・第3表(10月一20日～11月3目タネ付)
 のと奉りである。

 ω時期別着生状況
 10月7日建込みρ第1'回調査と10月20日建込みの第2回調査の着生量は第2国の方

 が・～・皆と多戸=っ一丸第1.回の調査期間中の平均水温(満麟)ヰ岬1℃でタ舛通
 水温である2・3℃以下ぽ大潮の5日間だけであって・小潮には25℃・台にまで昇温した。
 第2.回調査期中の一平均水温ぱ20-87℃で.,建込み後水渾が順調に降下一した。.ごの着生量の相
 異は海況特に水温の違いが,胞子放出に影響したものと推察された。

第1表 海象観測結果 (満潮時)
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才3図  米之津種場の気象・海況

 早ダネ建込み.  .一般建込み



.第2表  資材別㌧水位別ノリ芽着生状況1(タネ付期間10月7～.19日).

           一クレモナ糸クレモナb号

           アサクサノリアサクサノリヒト子1アオノ!クサ1リ類
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ハイゼックス

トサク
1サソリ

ヒトニ

グサ

 了オノ

 リ類

上一
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・31i
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二一二
 ■一一トー

干出時間(1目半切)

昼間 夜間 計

 6鞘口分一1一・揮44分110戦4分
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 検潮儀記録によって算出,昼間とは06時から18時までの低潮時。
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ヒトエ
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 リ類

干出時間(1日平均)
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 ・検潮儀記録によっ,て算出,昼間とは06時から18時一までの低潮時。



 12i資材別着生状況
 ノリのタネ付の条件として,了サクサノリが着生することと同時に害敵生物特にアオノリ類

 の着生レ剤ぐことが必琴であ私従って了サ・クサノリが多く着生しても害敵生物が多く着生す
 る資材は不適当とし在けれ.ぱまら古い。この意味でここでぱアオノリ類(ヒトニグサも含む)

 とアサクサノリー)合計着生数に対する了サクサノリり着生割合を算出して資材別に比較してみ

第4表 資材別着生比較 (全水位合計)

時期別

第1回

 調・査

第2回

調査

平均

着生状況

 アサクサノリ蒲生数

 アオノ1i類着生数

 アサクづシリの占める率
 アすクサノリ着生数

 アオノリ類着生数

 アサクサノリの占め.る教

 アサクサノリの占める数

 ク岬ナ5号

231

6

974%

1078

2

998%

9B.6%

割竹

140

65

68.3

580

214

73.O

70.7

ハム

122

12

91.0

391

34

92.0

91.5

ハイゼックス

26

0

10口.0

331

～

991

996

 クレモナ。

 一姫る

27

9

75.0

85

82.5

78.8

 ク崎糸

13

26

33.3

88

4ア

65.1

492

 第4表にみるよ來第1回調査と第2回調査は殆ど似たよう創頃向を示してレ鳴即ち,アサクサノリの
 着生割合が90%以上を占めるヒビ費材は,クレモナ5号一んム,川ゼックズ〔,特にクレモナ5号がアサク
 サノリの着生が多く1良かったようである。割竹はアサクサノリの着生が多いオ1了オノリ熱)着生も多く感
 心し項ヘクレモナ糸ば海首ヒビとする場合に樹月斤加工等をしてコ用いるようて,こりようを普通のクレ{ナ糸
 としてはノリの芽付はよく老いご劫1判るクレモナ・刈・砂タス混鰍{)資材は東京水擾大学木更津実験場
 の片田実氏の考案試作によるも0)で鍋が洞氏から二1連続によると今臥⊇試験網は製造に不構れ枕めハイ
 ゼックス糸酵き込幼:充分でたく,網糸の構造に欠聯を来一走して、、ると一)ごとで,ω言髄鋳熱数銅とも云え租へ
 (3)着生層と干出時間

 第2ゴ3表に示すようにアサクサノリの着生ばかなり広い範臨)水位にみられるが,この

 ちち特に多く着生した層がある。この多く蒲生した層の水位は資材により,時期によ.り違ってく
 る。資材別にみる≒パーム,割竹,クヒモナ糸は概して同一水位に着生層があるが,他の3種は
 それよりもや㌧上位になっている。一般にハイゼック刈)よう在長せんいの合成せんい類はパー
 ム等の天.然せんいヒビより下位に着生層があるといわれているが,この調査結果てば逆に在って

 お・り,その原因は不明である。

 時期別てば策そ回調査は一40～一70㎝O日平均干出時間ぱ3時間3P分～6時間30分)
 に着生が多く第2圓調査では二70～一100例(1日平均干出時間は3時間40分～6時間)
 と水位てば第2自調査が30㎝低く在っているが,一1日平均干出時間(米ノ津港検潮儀記録によ
 って算出)では大差は在かった。全般的にみて各資材とも1朝に奉ける1日平均手出時間が4時.
 間・6.0分～5時間30分の水位がアサクサノリの着生適層といえるようだ。

 W一般のタネ付状況

 本年の採苗ヒビ数ば網ヒビ約2500枚,女竹ヒビ10.万本で,とのうち網ヒビの4口0枚

 ば10月6～12日早ダネとして建込まれ,残りは10月18～21..日に建込んだ。女竹は11
 肩上旬の大潮に建込んだ。芽付きの状況ぱ10月26日～3q日に検鏡した87点の網ピピに



 ついてみる一と第5表ρと券一り、で一般に茅付きは良好であった。
 第与表芽付き状況

 1㎝長のノリ
芽数

未確認

 ～5個

6～10-

21～30

31旧以上

天然採苗

 10月6～12日建  10月18～21日建

∴l1
25,0i11.2

人工

採蕾

 。%・

5.8.

35.3

4ア0

11.9

 以上のように本年は順調在海況に恵まれ1タネ付は一般に良かった。・米之津タネ場は昨年の結

 果でタネ付の利用者が減ったが,海況の判断と張込み水位の予察が確立すれば芽付きも多い良好

 在天然採苗場といえん

 即ち,前年度の調査結果から考え合せて米之津タネ場のタネ付条件として
 1.海況:水温が23℃以下になること。

 2.時期:大潮～中鰍〔かけてノリ芽の着生が多いことから建込みば大潮にすること。

 3.タネ付水位:1潤の1日平均干出時間が約5時間線の水位が着生適層である。

 こ03点を満足すれば,タネ付に失敗することぱまづ凌いと考える。

(担当) 巖,瀬戸口 勇,小松光男



 ノリ養殖技術改良普及事業

 I本年の養殖状況

第1表  昭和3・5年産建込撃と生産状況

 ・組合名

出水

 川内。久見崎

 川内・網津

串木野

鹿一児島

嘉入

加治二木

隼人

垂水

東町.

言十

業者数

118

5.1

9
4

24。

身6

17

1

36

1

287

 養殖ヒビ教

 水平ヒビ(繊

1-641

155

20

142

534

,42

9・7

140

296

12

3;079

 女竹ヒビ㈲

15.4,200

1,000

4,0口0

132200

 生・..産.'量・一㈱

浅草海苔一

604,500

56378,0
12500

4.610

404.340

4,225

62

20,20口

8,470

120

1,・629807

 混・海.苔

113.500

56,000

3.200

42.500

2,943

13,0口0

2Z950

5,100

125

264,31-8

青海苔

73,000

 .Z0史
1ス000

6.993

1900口

11,50-0

260,500

2,213

39Z206

言十

791.00-0

619780

12500

14,810

463.840

14,161

32,062

596.5b

2Z4,070

2,458

2,291.331

人工採苗

貢鉢県

20

100

90

60

地元

 1ρ%・

40

天然

採苗

90%

一100

40

10

100

100

40

100  .研究グループ

 ※7ケ所は農林統計13ケ所は当場調査の資料による。



 第1表の一と斡り,本年ぱ・10組合地先(第1図参照)で水平ヒビ3079.枚1女竹ヒビ139200
 本が養殖され.

 た。前年度に
 比べ水平ヒビ

 が約190枚

 減,女竹ヒビ・

 で約10I万本.
 滅じている。

 ζれば主と・

 して出水市米

 之津ノリ。場の

 養殖ヒビ数の

 減で,その理

 由は昨年度の

 天然採苗の結

 果が不良であ

 ったためと想

 像された。

 米之津ノリ

 場の天然採苗

 は県内外から

 のタネ付委託

 があるが,本

 年の委託網ヒ

 ビ数は昨年の

 僅か10%の

 約2400枚で

 あった。これ

 は人工採苗が普及してきたことも一因と考えられる。

 本年の米之津イリ場g天然採苗ぱ,別項で拝芦し牢と括り芽付きが良好で,生育も順調で平年
 作を上廻っ一たようである。

 川内市久見崎では本年はじめて熊本県から入漁者があり豊作であった。

 串木野市てば12月末からの大雪と豪雨によりて漁場か淡水の影響が強く,ノリ葉舛が白くな
 って死滅し不作と在りた。

 鹿児島湾地区てば11月上句に移殖したものは下句頃に芽々クミの被害を受け青海苔の生産が
 主体とをったコー11月下句に移殖したものは生育は極めて順調で豊作であっ允。こρ…とから,.
 本湾内への移殖時期につい一てば再検討すべきであろう。

 本年は米之津と串木野の漁場で人工採苗が実施され旭人工採苗した網ピピ数は米之津で約
 150枚,串木野で50枚,計20口枚である。米之津あ採苗.結果は良好で,生産も好成績を拾
 一さめた。

 第1図ノリ養殖場の位置

東町

久見崎

串木野

米之津

網津

 加治ホ 隼人

鹿児島

喜入
垂水



 一方串木野では漁場が川水の影響の強いところであっ走ためか・茅付きは良好とはいえなかっ

 たが・2卒芽の増加でノリの生育ば1月にだ7てからよかっ友。
 又,本年は東町三船地区に赤いてヒトニグサの養殖を始め好成績であった。
 以上を県全般的にみると,本年の作柄は平年作といえるようで一ある。一

皿指導実施経過

 ω通報活動

 採苗予報に重点を巻き,米之津種場に.駐在した期問中に「米之津海苔場海況旬報」を3回と

 「海苔養殖通報」を2回発行し走。又,10月25日(NHK),・2月19一目(MBO)にラ
 ジオでノリ養殖に関する通報を券こ在っ走。

 ω現地指導

1.漁場潮間観測

 8月・5～9日出水市米之津漁場,9月19～ラ0目一喜入町瀬々串漁場,9月21～2る
 日加治木町須=晴漁場,10月1b日鹿児島市脇田漁場を観測調査した。特に潮位標柱
 を建て㌧水位を明らかにし管理操作に料・学性をもたせるようにした。観測結果は別項に報

 告した。

 2.採苗指導と種場調査

 9月26日～11月4日の間出水市米之津に駐.存して天然採苗,人工採董の指導と調査に

 当りねその調査結果は別項に報告し走。
 10月7～5日東町三船地区のヒトエグサ天然採苗と養殖の実地指導

 10月22日串木野地区`)人工採苗O実地指導

3.養殖管理,指導

 12～3月手〔{手講、'≒易苔=呈茎匡ヨ本旨主導しデこ。

 4.糸彩ミ:舌紅培'室………一旨実事

 出水,牽木野と本年はじめて実施することにをった垂水地区,喜入地区の果胞子付と培養

 指導を行なった。

 皿今後の問題点

 1.養殖管理操作に科学性をもたせる意味で,潮位穣柱を建てたが末だ充分に利用していない

 ので,ノリ生産層の時期的変動を摘むと同時にその技術指導が肝要である。

 2一.鹿児島湾内漁場はタネヒビの移殖建込みの時期によって生育に影響があるように考えられ
 るので再検討したい。

 3.人工採苗が普及してき走ので,その技術指導と共に,適地適種の選定の調査研究が必要で

 李る。

 担当者新村巖・瀬戸口勇・永山松男
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 のり人工採苗・.養殖試験

 I一まえがき

 鹿児島湾内のノリ養殖場てば従来から米之津か熊本県下でタネ付けしたヒビを移殖して養殖し

 て知り,鹿児島市漁場で「地ダネ」と称してマルパ了マノリの女竹ヒビ養殖を僅かに行
 在っている外は他のノリ0種類は養殖されてい哀い。この試験は,生産性向上b1手段として適

 地適種の選定を目的として数種類(1)ノリの養殖比較を行志ったものであるが,人工採苗が不成績

 に終って充分な結果をうる1・〔至らまかっ走。ただ,そ(D経過の概要を記して拾く。

 左拾,この試験のためにノリ原藻を提供して下さっ走福岡県有明永訣夫津航氏,東海区水
研須藤俊造氏,鹿児島大学田中剛氏,熊毛支庁,竹元武徳氏,山口県油谷町中島春男氏,

 串木野市松井太郎氏,嘉根県島津屋漁協,鹿.児島県坊之津漁協に対し厚く御礼申しあげる。

 I[糸状体培養

 ノリの種類とその産地及び果胞子付の月日は第1表のと参りである。

 異胞子付の方法は次1む2通りで行っ走。

 駒子液ジ冒口まき法:基質の1州て胞子1個の割合
 葉体静澄法:トロ籍1箱に原藻を20～50穿(水切り後重量)を投入した。この方法はム
 ラ付きがあってよくたかっ走。

 基質は大部分がカキ殻(気仙沼産)であったが,試.験的に次の種類の貝殻を使っ走。胞子の塞

 入発育の状態からみてよかった順に記すとカキ,ツキビガイ,イタヤガイ,ハマグリ,クロチ

 目ウガイであった。特にツキビガイでは殻皮層側に.ヒく穿入し,この側で培一義すること仁眼殻

 を伏せる形で容器に拾さめるので。換水柱との多少の培養水の動揺でも貝殻が動かず,取扱い

 上にも利点がろっ走。

第1表  一!」ゆ種類

 .一.遜_L塾._..
 ..工.左4.t∠.土
アサクサノリ

スサビノリ

スサビノリ

ウップルイノリ

オニアマノリ

ツクツアマノり

ツクシアマノリ

 .....糞.__._._ゴ生一_.__.
 福固塁‡牟.里..__._....__.....

堕坦堅塁杢考率.............__
.千葉県浦安

 山旦塁酋斧暫s壁塗宮埜二穂.
島根県島津屋

裏坦墨塁.菱之蓮.堕.__..._...
 璽坦壁き璽≡…≡塁旦.⊆璽萎.杢遡
鹿児島県酉之表市(種予島)

.塁堕匡位一生旦.
 2月24～27目

2月16日

 2、月8日

2月22日

.2月2日

2月27日

2月22日

5月

備 考

 糸状体として頒けてもらった。

 培養の方法はトロ箱の平面培養と,野外コンクリートタンク(1.アx1.5x一口.8m……養魚池)

 による垂下培養の2通りをとった。垂下培養は先づIトロ箱で果胞子付後約2ケ月培養してから移



 一した。クキ殻に孔幸あけク1/モナ糸(1・5本)で5～7㎝間隔に1-0枚位を連結したものを,
 昂り下げ屯タンクには雨水と火山灰の入るの牽防ぐためビニールの蔽いをし・遮光のためミス
 .をそ2土にのせた。し劣・し・このえめ1・水槽内水温は碑し・月中句から・・℃離と凌1…
 月には31℃台に達し走。叉,換水も充分にでき危い走め・管理も不充分となって,黄斑病が蔓
 延し,タンク内の糸状体はイワノリ系のものが僅かに残るにと∫'まり不成功に終った。一方トロ
 箱培養てば3月上句に肉眼で見えはじめ,アサクサノリ,スサビノリぱ5月には貝殻面が紫黒色

 となった。イワノリ類ば穿入密事が小であったヂ・葺育よくξ月中旬には直径5藺π以上に珪った。
 7月下・旬に在って赤変病が発生しスサビノリ(山口県)を枯死せしめたがジ池の種ば僅かの被害

 ですんだ。凌捨,卜戸籍培養は当初室内で行ったが室温が高く在り病害も発生し牟ので8月5日
 .に軒下利用の棚に移し・1・月・日に去って再び室内へ移し丸左手プ1口箱培養中の句別平均
 水温は第2表めと拾りである。

 第2表培養水温.(トロ箱)

 ∵11竸㌶暮■㌻同㌣
 線二億㌶1、一1一剛11川・

 蒙簿㌻デ
 貯蔵室(十10℃)に放置し低温,暗黒1下126-6411≡
 処理をした。

 採苗施設は浮竹枠(t5x2.5m)に網ヒビを折りたたんでとりつけ,その下にいわゆる袋
 法で糸状体を昂り下げた。即ち,ポリエチi/ン袋(14×20㎝)に海氷と共に糸状体貝殻を
 1～2枚入れ,袋の口を図のように・竹筒(直径4例,長さ6㎝)をはめてヒビの直下に吊り下

 げた。寒と袋の間隔は約60㎝を保つようにした。張り込み水位は1潮の1日平均5時間干出
 線とし走。

 このようにして10月21日に建て込んだ6水温は現場で24-7℃(干潮時表面)であった。
 芽。付きの状況は第3表に示した。ア日後にはアサクサノリ,スサビノリのヒビにノリ芽が確認

 され走が,オニ了マノリ,ツクレアマノリのヒビには認められず,約1潮後にツクレアマノーリ

 (奄美大島)のヒビに認められたに過ぎ左かっ旭

 一方・採曹と同時に沈澱管(46x400剛によって胞子の放出章を観察したところ第4
 表のと拾りであっ旭即ち,アサクサノリ,スサビノリーの胞子は5日目に放出しはじめ28日
 'まで続き・31目(10目目)に再び放出の山がみられた。
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 この3種のうち大牟田産アサクサノリが多く胞子を放拙して参り,.採苗結果の芽付きからもう在

 在すけ旭オニアマノリ・ツクレアマノリは胞子の放出が認められず18日後にオニ、アマノ・リとツ
 ツクレアマノリ(奄・美大島)に僅かにみられた。しかし,採苗の結果姓不成績に終りツクレ了マ

 ノリ(奄美大島)を残して,オニアマノリ.と種子島産ツタレアマノリは試験を中止し走。
第3表  ノリ芽の着生状況

観察月日 10.28i11.5 111.161-12.7
クロiアオ;クロ 1アオー クロ1アオ; クロ ■アオ

種類'

 アサクサノリ(大牟田)

 プサクサノリ(米之一津)

 スサビノリ(千葉)

 オニアマノリ(坊之津)
 一ツクシアマノリ(奄美大島)
 ツクシアマノリ(種子島)

 アサクサノIリ.I紬津天.然採苗)

2016
ポ51
 一一丁■一1
2121

 ÷一十;Hl…1モ
 ー一†三市こト1、†十一

011,011  徴り上げ)

01 01 21 11 十! 十1

01 11 01  傲り上ゆ

一1 221 21 41-21 十

 パーム1㎝の長さに着生した芽数一

 ・クロ偉アマノリ類,アオはアオノリ類.



第4表目別胞子放出量
 …一、^一一一「一I一.一件下・一一一

 1了サクサノゾアサク州iスサビノリけ二子マノ/.ック河マノ!1ツクシアマノリ1

 1、呈ぺ....一....し、.._。し。..一。.、二上、、二二士_一.」
 し.、坐.1、.・三..L,L...1王.」一.一.j_ユニ、.」
 i2土1.・9-L」.3。..三」...一,.r」L一一一

 1.ムニ.∴∴∴ニゴ十一十…一十一1
 三旦i・l1一一二二〔二土二二二;
 ..三一1ニニニニニ1二1;三1二三1コ11土∴.二、⊥二≒

 1..一一…」..÷.」ユ.1..12.、.1一..一」_...一。」一一___」一_一」

 ピ、lL∴llll≒ll≒1三1ナ∵三壬÷1
 一÷1二÷・十一三十一・…1一∴丁†一二十二一1
 6i一;一≡一1一=一!一1

 一・一一….…一一一一一一一一一一一一一一一一r一一一一一一一一一一一一1
71211111ミ111

 '一…け…二二ニニニニ1二二二二二二二寸二二ニ」
 o一¥400の10視野の合計胞子数
 O←〕は観察しなか;た。

 以上のように人工採苗の結果は6種のうち2種ば失敗した。他の4種についても充分在採苗成
 績であったとはいえ老い。重走,イワノリ系の種類の採苗時期については再検討する必要がある
 ようだ。

 IV養価試験

 人工謬苗した網ヒビはツクシ了マノリのヒビを残して11月5日に展開して張り込みIツク
 シアマノリのヒビば11月25ヨに張り込んだ。更に米之津種場で天然採苗し走網ヒビも力晩

 第5表に示すように5通りについて比較試験をした。米之津種場での天然採蔀=)ものは10月

 一{9日タネ付建込み,11.月4日揚げて運搬し,11月5日に移殖張り込ん地

 11月上旬には各ヒビとも肉眼的幼体はみられず,中旬に天然採苦の網ヒビに1～3冊掘の葉捧

 がみられはじめ旭しかし下旬になって各ヒビに芽イタミが発生し,12月上旬①検鏡結果

 (篤3表)であきらか恋.亡うてノリ著の数が減少し1～2西加の幼体が猷見されるξ峻であった。
 ごの時鰍α一11鹿児島湾内の各浦.場とも茅イタミ{)被害をうけ,不作の原因と在ってい為
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 第5表.ノリの種類別養殖した網ヒビの種類

 ノ1一ミア鮒ノ1iアサクサバ性」ック型し1綱ヒくの

 津逆之至大き芒{ピ雀箒,長筆
 ■」丁斗一一斗…
 ■†一†"ゴζ∵

 「寺4仁十≒丁∴
 従って網ヒビは主として高張(水位70㎝.'・一'・東京湾中等潮位)にして抑制の状態で12月末ま
 で拾いた。結果として低震り一(水位0㎝)の網ヒビは殆ど芽が脱落してアオノリ類が伸長←生産
 量は少く(第6表の大牟田産アサクサ!リgパーム網ヒビI,一及びスサビノ1j網ヒビρ工)角張
 りの網ヒビではその僕の堵芽によっ一て1月以降に生産される占うに在っ和。芽イタミの原因につ一
 いては調査し左かった。各ヒビの生産量は第6表のと卦りである。

 川ノリ種類別の生産量

 パーム網ヒビで比一校すると,天然採苗のヒビはヒトエグサの生産に終ったが,アサクサ!リ

 スサビノリぱ200γ300枚(1-5平9πの網ピピ)で,ツクシアマノリが5010枚内外の
 生産をあげている。ツクシアマノリぱ3月の上句まで摘採したが,他の種類ρヒビてば2月'ま
 でで生産を終っていることから,生育時期が他の種類より遅くIまであることが推察できる。ツ
 クシアマ/リの葉体は最大1'O伽,平均して約6o尻で摘採しにくいこと㌧,葉がや㌧厚い定め

 製品にし走場合孔あ重が多いことが欠.点である。しかし製品の色沢ぱよし(ためアサクサノリと.
 混ぜて抄製すれぱよいようである。アサクサノリとスサビノリとでは特に指摘できる程の差は

 暑忍め在かった。

 (2〕網ヒビ種類別め生産量
 子サクサノリ(米之津産)人工採苗で4種類の網ヒビを比較したところ;クレモナの古網は

 芽付きが悪く生産量が劣るていたが・パーム・イレモナ5号・クレモ才・ハイゼジクスめ3種一
 については大差は認められ左い。ヒビの管理操作にはパーム網ヒビより軽い化セン網ヒビの方・

 が有利と思われた。
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 第I6表・ノリ種類別・網ヒビ別生産枚数

     '＼、、.ノリの種I:
     、

     ㌔。

     ヒビの＼
     、

     種類＼、
     .■'一■一'一一■一一■千一

     I     パーム,アサクサノリ.アサタサノリア手ク手ノリ.!メ1サヒバツク〃マノリ纂岸ユ等1一羊.㌧ト苅・〕1戸I・llli・川i〕1州・r・…1・〕;

 
    
一

     皿4一一二12,1(洲11328(釧2…513〕48.7131    
 

.!

     I
     皿     一クレモチ5号3541(2〕,39713〕1;1=一一1・l1川。〕.1!1・1・1

     皿.     w1、!・1一.1・1197(21≡11,.ll。。q、{。〕Il
     ク1/モナ(古)一一

     一155ω144ω;     .クレモナ。1235(3〕1一I.1一・
     ハイゼヲク・スI      ,,11.
     ハイゼックス借.86813〕1ll

 '()内数字は摘採回数

Vあとがき

 こあ試験は各種ノリについて,できるだけ同二条件のもと午採苗妾殖の比較をしたのである
 が,ノリの種類によりては不利在場合も考えられる。この試験を通.じて痛感したことは,各種

 ノ1あ性状1時鋤生育層の推移等を掴んでい即ことが匿路と友ったことで払適地率種
 の選定にぱこれらを明らかにして1それぞれの好条件の一もとに比較することが望ましいと考え
 る。このことについてさらに検討を加え試験を続けてみたへ

.担当一新村巖
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